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〔梗概〕　第四紀後期の火山噴火によってもたらされ降下
火砕堆積物（テフラ）のうち，日本列島を広範囲に覆う
広域テフラは，地形・地質・考古学編年上，きわめて重
要な示標となる。第四紀後期に噴火し数1，000kmない
し数100kmにわたって分布する広域テフラとしては，
十和田a軽石層（11世紀頃），鬼界一アカホヤ火山灰（約
6，300年前），姶良Tn火山灰（約22，000年前），支笏降下
軽石層（約32，000年前），箱根一東京軽石層（約，49000年
前），鬼界一葛原火山灰層（約75，000年前），阿多火山灰
層（90，000～95，000年前）洞爺火山灰層約110，000年前）
などが知られている。これらの広域テフラ層は，地域的
テフラ層と組み合わせることによって，火山活動の年
代，堆積環境，地形発達史，気候変化などを解明するこ
とが出来る。ここでは，昨年度に引き続き房総半島，伊
豆半島，伊豆諸島を中心に，野外調査を行ない，採取し
た試料について，岩石記載的分析を行なった。その成果
は，次の様に要約出来る。
　（1｝房総半島において，立川ローム層中における姶良
Tn火山灰の層位についての再確i認調査を行なった。従
来，千葉県下においては，黒色帯の直上に姶良Tn火山
灰の層位がくるとされている。しかし，火山ガラスの密
集帯は2層あるという意見や火山ガラスの層位は姶良
Tn火山灰ではないというフィールドでの議論があるこ
とから，立川ローム層中の火山ガラスについて，自動屈
折率測定器（京都フィッション・トラック製）による火
山ガラスの屈折率の測定を行なった。その結：果，下総台
地では，姶良Tn火山灰が黒色帯のかなり上位の層準に
認められることがあることが確認された。
　②　鬼界一アカホヤ火山灰は，八丈島と三宅島におい
て，それぞれの火山から噴出した降下火砕物中に，バブ
ルウォール型の火山ガラスからなる細粒火山灰として認
められた。八丈島では，鬼界一アカホヤ火山灰が湯浜遺
跡の遣物包含層中から検出でき，湯浜遺跡の無文土器
は，縄文時代早期終末のものであることが明らかになっ
た。湯浜遺跡における多くの放射性炭素による年代測定
結果も，この事実を支持している。
　（3）伊豆半島においては東伊豆の大室山火山群の噴出
物中における鬼界一アカホヤ火山灰の層位を調査中であ
る。また，この地域における土器形式との層位関係も重
要な課題である。
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